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今
月
は
「
神
在
ね
ぎ
」
を
11
ア
ー
ル
で
栽
培
す
る
、

J
A
し
ま
ね
出
雲
神
在
ね
ぎ
部
会
の
鶴
見
彰
浩
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
！
鶴
見
さ
ん
は
、
家
族
経
営
で
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
や
大
根
、
水
稲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

│
│
就
農
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

　
家
が
代
々
農
家
を
し
て
い
て
、
い
つ
か
は
家
の
農
業
を

継
ぐ
と
い
う
思
い
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
就
農
し
た
の

は
平
成
25
年
の
8
月
で
、
そ
れ
ま
で
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
す
る
中
で
、
自
分
で
経
営
を
し

て
み
た
い
と
い
う
思
い
も
生
ま
れ
、
そ
れ
が
で
き
る
農
業

と
い
う
仕
事
に
魅
力
も
感
じ
ま
し
た
。

│
│
神
在
ね
ぎ
を
栽
培
し
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

　
繊
細
で
と
て
も
作
り
に
く
い
ネ
ギ
で
す
が
、
そ
の
分

味
も
香
り
も
、
お
い
し
さ
が
全
く
別
モ
ノ
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
葉
ま
で
し
っ
か
り
と
食
べ
ら
れ
る
、
他
に
は
な
か

な
か
な
い
ネ
ギ
で
す
。
自
信
を
持
っ
て
お
い
し
い
と
い
え

る
も
の
は
作
っ
て
い
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
今
年
は
夏
が
非
常
に
暑
く
、
い
た
み
も
出
ま
し
た
が
、

9
月
に
雨
が
多
く
降
っ
た
た
め
、
早
く
回
復
し
ま
し
た
。

秋
以
降
は
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

│
│
県
版
の
農
業
生
産
工
程
管
理
（
G
A
P
）
制
度
「
美
味

　
　
し
ま
ね
認
証
」の
取
得
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
部
会
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
基
準
に

沿
っ
て
記
録
し
、
管
理
す
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
食
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
大
事
な
こ
と
で

す
。
ま
た
、
記
録
を
し
っ
か
り
つ
け
る
こ
と
で
作
業
環
境

や
在
庫
管
理
な
ど
の
状
況
が
し
っ
か
り
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
経
営
面
で
も
無
駄
が
な
く
な
り
、
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
神
在
ね
ぎ
の
P
R
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
神
在
ね
ぎ
は
用
途
が
広
く
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
で
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
私
は
焼
い
た
も
の
を
カ
レ
ー
に
後

乗
せ
で
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
の
が
好
き
で
す
。
鍋
は
も
ち
ろ

ん
、焼
い
て
食
べ
た
り
、

天
ぷ
ら
、
か
き
揚
げ
な

ど
も
お
す
す
め
で
す
。

冬
季
限
定
で
す
の
で
、

店
頭
で
見
か
け
た
ら
ぜ

ひ
買
っ
て
い
た
だ
き
、

一
度
こ
の
お
い
し
さ
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー JAしまね出雲神在ねぎ部会

鶴見 彰浩さん

「
神
在
ね
ぎ
」

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

12月は
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おいしいレシピのネギ

〈材料〉［2人前］
●神在ねぎ・・・
●水・・・・・・
●たまご・・・・・

2本
500ml
1個

①ネギを斜め細切りに切る。
②ワタを取ったイカを輪切りにする。
③フライパンにネギ、イカ、マヨネーズ、にんにくを
入れ、絡めてから中火でネギがしんなりするまで
炒める。
④オイスターソースを入れ更に炒めよく絡ませる。
⑤お好みで七味唐辛子をふりかけて完成。

〈作り方〉

〈材料〉［2人前］

ネギとイカのオイマヨ炒めネギのスープ

小さじ1／2
大さじ1／2

少々

小さじ1／2
大さじ1／2

●神在ねぎ・・・・・・・・・
●イカ・・・・・・・・・・・・・
●マヨネーズ・・・・

1かけ分

大さじ1
お好みで

2本
1杯

大さじ1

●にんにくすりおろし
　・・・・・・・・・・・・・
●オイスターソース
　・・・・・・・・・・・・・
●七味唐辛子・・

根
深
ネ
ギ（
長
ネ
ギ
）の
栄
養

　
長
ネ
ギ
は
大
別
す
る
と
「
葉
ネ
ギ
」
と
「
根
深
ネ
ギ
」
に
分
か
れ
、

「
神
在
ね
ぎ
」
は
「
根
深
ネ
ギ
」
に
あ
た
り
ま
す
。「
根
深
ネ
ギ
」
は

糖
質
が
多
く
、
ビ
タ
ミ
ン
C
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
含

ん
で
い
ま
す
。「
根
深
ネ
ギ
」
の
白
い
部
分
に
は
体
を
温
め
た
り
、

発
汗
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
初
期
の
風
邪
や
体
の
冷
え
を
防
ぐ
の

に
有
効
で
す
。

　
ネ
ギ
独
特
の
強
い
香
り
は
、
硫
化
ア
リ
ル
と
呼
ば
れ
る
栄
養
成

分
で
、
ニ
ラ
や
タ
マ
ネ
ギ
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
硫
化

ア
リ
ル
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
の
吸
収
や
働
き
を
高
め
て
疲
労
を

回
復
さ
せ
る
効
能
や
、
消
化
液
の
分
泌
を
高
め
て
食
欲
を
増
進
さ

せ
る
効
能
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
血
液
中
の
脂
質
を
減
ら
す
働
き
も
あ
る
た
め
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
等
の
予
防
に
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

硫
化
ア
リ
ル
は
揮
発
性
な
の
で
、
長
い
時
間
煮
た
り
し
な
い
ほ
う

が
よ
り
効
果
的
に
摂
取
で
き
ま
す
。

神
在
ね
ぎ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　
今
年
も
12
月
10
日
に
神
在
ね
ぎ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

12
月
15
日
（
土
）
は
ラ
ピ
タ
本
店
で
試
食
販
売
を
実
施
し
、
お
い

し
い
食
べ
方
を
P
R
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
、
厳
選
さ
れ
た
2
0
0
グ
ラ
ム
以
上
の
大
き
い
「
神
在

ね
ぎ
」
の
一
本
売
り
も
始
ま
り
ま
し
た
。
少
人
数
の
ご
家
庭
で
も
、

気
軽
に
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
金
文
字
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
目
印
で
す
。

　「
神
在
ね
ぎ
」
は
、「
下
仁
田
ネ
ギ
」
と
「
湘
南
ネ
ギ
」
と
を
交
配

し
て
で
き
た
『
あ
じ
ぱ
わ
ー
』
と
い
う
品
種
で
す
。
と
て
も
柔
ら
か

く
、
葉
先
ま
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
ネ
ギ
で
、
手
間
を
か
け
て

丁
寧
に
栽
培
、
調
整
し
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
寒
く
な
る
と
お
い

し
く
な
る
「
神
在
ね
ぎ
」
は
、
12
月
か
ら
2
月
ま
で
の
冬
季
限
定

販
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①ネギを2cm幅に切る。
②水を沸騰させ、ネギとAを入れしんなりするまで
煮る。
③溶き卵を少しずつ加え、ある程度固まったらかき
混ぜて完成。

〈作り方〉

A

●鶏がらスープの素
　・・・・・・・・・・・・
●しょう油・・・・・
●塩・・・・・・・・・・・・・・・・
●ほんだし（顆粒）
　・・・・・・・・・・・・
●ごま油・・・・・・
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そばの打ち方を教わる園児

　JAしまね出雲女性部は11月25日、出雲
ドームで「平成30年度　JAしまね出雲女性
部運動会」を開催しました。女性部員、JA
役職員ら約1300人が参加。JAしまね斐川
女性部からも参加があり、交流を深めま
した。
　全チームが全力を尽くして競技に臨み、
大玉ころがしや綱引きなど計7種目で熱戦を
繰り広げました。最後は接戦を制した西部
地区が2年連続となる優勝に輝き、「応援賞」
でも西部地区が最優秀賞を獲得しました。
　会場では、女性部グループなどが新鮮な
野菜、加工品などを販売する「ふれあい市
場」も開催され、会場は賑わいました。

JAしまね出雲女性部運動会開催 1300人が集結！

　中国四国地区農協青壮年組織協議会は11月7日、出雲
市で中国四国地区JA青年大会を開催しました。中四国9
県から約260人が参加。各県の代表が2部門で発表し、
青年の主張の部でJA越智今治青壮年部の近藤修一さん、
組織活動実績発表の部でJA土佐香美青壮年部の中川
和樹さんが最優秀賞に選ばれました。出雲地区本部からは
JAしまね出雲青年連盟平田支部の伊藤誠司さんが組織
活動実績発表の部に出場し、優秀賞を受賞しました。
　伊藤さんは、同支部で行っている食農教育体験について
発表。25年間続いた「平田っ子メロン道場」の継続が
難しくなり、新たに「ひらた農産物つまみ食い体験」という、
平田の多種多様な農業を1年を通して少しずつ体験する
イベントを企画したことを紹介しました。食農教育をいかに
継続していくか、盟
友たちで議論したこ
とも説明。伊藤さん
は「歴史ある青年連
盟平田支部の活動を
今後も受け継ぎ、平
田の農業を発展させ
ていきます」と決意を
話しました。

中国四国地区JA青年大会開催
青年連盟伊藤誠司さん優秀賞受賞

　出雲市農政会議荒茅支部は11月19日、JAしまね荒茅
支店で「荒茅そば収穫祭」を開催しました。食農教育の
一環として、荒茅保育園の園児45人も参加。年中児が、
そば打ちも体験しました。
　地域で生産するそばの地産地消と食育を目的に平成16
年から開催しています。園児は地元の農事組合法人ふれ
あいファームの協力で、収穫も体験。収穫から食べるまで
の一連の流れを学びました。同支部の金崎享一支部長は
「ここでそばを食べたことを、大きくなっても覚えていてくれ
たら嬉しい」と話しました。
　当日は同JA出雲女性部荒茅支部の部員も協力し、そば
の盛り付けを手伝いました。同支店の山根康太支店長は
「農政会議、女性部の方 と々盛大に開催でき嬉しく思う。毎
年参加してくれる園児の皆さんにも感謝したい」と話しました。

荒茅そば収穫祭開催
園児がそば打ちを体験

表彰を受ける伊藤さん

Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずも
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J
A
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
11
月
13
日
、
出
雲
市
の

大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う
ら
ら
館
で
平
成
30
年
産
ぶ
ど
う
出
荷

反
省
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
部
会
員
、
関
係
者
ら
約
3
3
0

人
が
出
席
し
、
今
年
産
ぶ
ど
う
の
実
績
報
告
や
、
次
年
産
の

対
策
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
産
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
、
4
月
18
日
に
初
出
荷
を
迎
え
、

販
売
金
額
は
14
億
2
、8
0
0
万
円
、
税
別
キ
ロ
単
価
は

1
、1
8
7
円
と
な
り
ま
し
た
。
冬
場
の
低
温
な
ど
の
影
響
で

出
荷
が
遅
れ
、
目
標
と
し
て
い
た
税
別
キ
ロ
単
価
1
、3
0
0

円
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
共
販
開
始
以
降
最
高
と

な
っ
た
昨
年
に
次
ぐ
高
単
価
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
同
部
会

の
園
山
榮
部
会
長
は
「
市
場
は
5
〜
6
月
の
出
荷
を
求
め
て

い
る
。
部
会
と
し
て
も
早
期
出
荷
を
誘
導
し
、
要
望
に
応
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

大
粒
系
ぶ
ど
う
の
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
に
つ
い
て

は
、
品
質
向
上
に
よ
り
県
外
市
場
か
ら
の
評
価
が
上
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
管
内
の
販
売
高
は
10
月

下
旬
時
点
で
2
億
5
、6
0
0
万
円
と
、
前
年
を
約
10
％
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

反
省
会
で
は
長
年
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
初
出
荷
に
努
め
て
き
た

長
浜
地
区
の
大
野
正
治
さ
ん

を
功
労
者
と
し
て
表
彰
。
品

評
会
の
受
賞
者
や
赤
秀
比
率

上
位
者
も
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
同
部
会
青
年
部

長
の
伊
藤
康
浩
さ
ん
に
よ
る

産
地
再
生
プ
ラ
ン
の
発
表
や
、

産
官
学
で
産
地
振
興
に
取
り

組
む
島
根
県
立
出
雲
農
林
高

校
の
生
徒
の
研
究
成
果
の
発

表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

J
A
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

平
成
30
年
産
ぶ
ど
う
出
荷
反
省
会
を
開
催

青
年
連
盟
・
や
す
ら
ぎ
会
・
女
性
部

常
勤
役
員
と
の
意
見
交
換
会
開
催

　

J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
、
老
朽
化
し
た
既
存
の

集
出
荷
施
設
の
機
能
を
移
転
し
、
島
根
県
出
雲
市
神
西
新
町

に
出
雲
西
部
集
荷
所
を
建
設
し
ま
し
た
。
11
月
21
日
に
は
竣
工

式
を
行
い
、
県
、
市
、
地
元
関
係
者
、
施
工
業
者
、
J
A
役

職
員
ら
約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

建
設
地
は
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
近
く
、
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
米
低
温
倉
庫
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
集
約
し
た
場
所
で
利
便
性
が
高
い
場
所
で
す
。
施
設
は

農
業
生
産
工
程
管
理
（
G
A
P
）
の
基
準
を
満
た
す
造
り
で
、

あ
ら
ゆ
る
品
目
で
G
A
P
取
得
を
目
指
し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
S
C
S
）
冷
蔵
庫
も
備
え
、
ぶ
ど
う
、

い
ち
じ
く
、
ア
ス
パ
ラ
、
花
卉
な
ど
の
長
期
保
存
を
行
う
計
画

で
す
。
出
荷
量
、
出
荷
時
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
有
利
販
売
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
を
起
爆
剤
に
こ
れ
ま
で
生
産
量
が
少
な
か
っ
た

旧
出
雲
地
区
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
産
地
化
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
産
地
と
し
て
集
出
荷
体
制
が
確
立
し
て
い
る
平
田

地
区
と
合
わ
せ
て
管
内
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
一
大
産
地
化
を

目
指
し
ま
す
。

　

J
A
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
（
竹
下
洋
介
委
員
長
）、
J
A

し
ま
ね
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
（
片
伊
勢
妙
子
会
長
）、
J
A
し
ま
ね

出
雲
女
性
部
（
高
野
智
子
部
長
）
は
11
月
15
日
、
J
A
し
ま
ね

出
雲
地
区
本
部
で
J
A
常
勤
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
直
接
意
見
・
要
望
を
伝
え
、
話
し
合
う
機
会
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
各
組
織
の
役
員
、
J
A
役
職
員
合
わ
せ

て
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
年
連
盟
か
ら
は
、
熟
期
が
遅
い
き
ぬ
む
す
め
の
推
進
に

あ
わ
せ
て
資
材
代
引
落
時
期
の
再
検
討
を
要
望
し
た
ほ
か
、

農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
更
な
る
啓
発
活
動
や
説
明
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
助
け
合
い
活
動
を
行
う
や
す

ら
ぎ
会
か
ら
は
、
活
躍
の
場
が
減
っ
て
い
る
現
状
を
報
告
。

J
A
役
職
員
に
同
会
を
P
R
し
、
活
動
の
場
を
提
供
し
て
も
ら

う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

女
性
部
か
ら
は
、

鳥
獣
対
策
や
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
体
制
な
ど
、
農
業

に
関
す
る
要
望
が

あ
っ
た
ほ
か
、ラ
ピ
タ

に
求
め
る
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提

案
し
ま
し
た
。

出
雲
西
部
集
荷
所
建
設

農
業
振
興
の
起
爆
剤
に

あいさつをする園山部会長

要望を伝える竹下委員長

あいさつをする石川本部長

建設した出雲西部集荷所
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　JAしまねでは、地域における歴史・自然・文化等を生
かした『地域力』発揮による「元気な地域づくり」を支援
する目的で、地域貢献・地域活性化に取り組むグループ・
団体等の多様な取り組みを表彰、普及支援しています。
　11月16日には松江市で平成30年度地域貢献・地域活
性化団体活動表彰式を行い、地域活性化に取り組む県内
の11団体を表彰しました。
　出雲地区本部管内からは、「唐川親交会」と「えくぼ」
の2団体を表彰。「唐川親交会」は、毎年5月に唐川新茶
まつり、11月に唐川番茶まつりを開催しています。町内全戸
が関わり、遠くは県外からも来場者がある大イベントを支えて
います。「えくぼ」は音楽療育活動、子育て支援活動、人形
劇活動の三本柱で幅広く地域の活性化、地域福祉の向上
に貢献しています。

　JAしまね出雲平田柿部会は11月10日、11日の両日、
ひらたの柿直売所で柿まつりを開催しました。地元特産を
PRしようと、毎年開催しています。
　恒例の柿の種飛ばし大会、柿積み大会など、参加型
イベントを多数開催。初日は出雲農林高校生のそば打ちや、
ネギ焼きの販売も行われました。直売コーナーでは、選果場
から直送された旬の柿や、あんぽ柿、柿の葉茶などの加工
品も販売しました。試食コーナーも設置し、参加者はおい
しい柿を食べながら、買い物やイベントを楽しみました。
　同部会の川瀬利治部会長は「高校生にも来てもらい、盛
況に開催できた。平田の柿がいいと言ってくださるお客さん
も多く嬉しい」と手応えを話しました。

平田の柿まつり
今年も大盛況！

　和牛の肥育のほか焼肉店等も経営する（有）藤増が11月
27日、「出雲コーチン」を活用した地鶏を提供する飲食店を
オープンしました。11月21日のプレオープンには関係者ら約
40人が参加し、鉄板焼きにした地鶏などを味わいました。
　絶滅の危機に瀕していた出雲地方の地鶏「出雲コーチン」
を復活させようと、平成27年に島根県立出雲農林高校が
プロジェクトを立ち上げたのが始まりです。（有）藤増の藤江
昭雄会長は同校の取り組みに関心を持ち、新たに養鶏を
始めました。
　オープンする「鉄板焼　藤増」は2階建て90席。「出雲
コーチン」と「名古屋コーチン」などを交配して作出した地
鶏を「藤増コーチン」として提供するほか、その他の地鶏
や和牛の料理なども扱います。藤江会長はプレオープンで
「皆さんにおいし
いと言ってもらえ
た。これからが
スタート。消費
者の方の意見を
聞きながら軌道
に乗せたい」と
意気込みを話し
ました。

出雲コーチンブランド化へ
（有）藤増が鉄板焼き店をオープン

　JAしまね出雲女性部河南地区は11月14日、JAしまね
神戸川支店で着物リメイク教室を開きました。部員15人が
参加し、それぞれが持参した着物をカーディガンジャケットに
リメイクしました。教室は内容を変えながら第3回まで開催
します。
　多くの部員に興味を持ってもらえる活動として昨年12月に
初開催。ワンピースを制作し、今年5月に同地区の総会で
ファッションショーを開きました。12月5日に出雲市で開かれた
JAしまね女性大会＆家の光大会でも、出雲地区本部を
代表し舞台で披露しました。
　好評により今年も引き続き開催。カーディガンジャケットは
家の光9月号の別冊付録掲載のもので、家の光専任講師
の影山和美さんを講師に招きました。参加した女性部員は
「眠っている着
物は多いが、
普段着るのは
大変。リメイク
してぜひ使い
たい」と話しま
した。

着物リメイク教室開催
JAしまね出雲女性部河南地区

地域貢献・地域活性化団体表彰
出雲地区本部管内から2団体が受賞

県内の11団体を表彰

着物を前に説明する影山さん 富有柿の皮剥き大会も行われた

各種地鶏を食べ比べ
感想を話し合う参加者ら（右端が藤江会長）

Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！
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　園地区農業担い手女性の会は11月9日、会員13人で
視察研修を行い、飯南町で地元産食材を加工し豆腐や餅な
どを製造する「つがか工房」を見学しました。加工製造に
ついて学ぶとともに、工房スタッフの皆さんと交流を図りました。
　園地区では、地域農業を担う女性が結束し、食農教育
活動を行うほか、トマトの栽培・加工を行う女性部グループ
を作るなど、農業振興に向けてさまざまな活動を展開してい
ます。同会の藤江美由紀会長（JAしまね理事）は「今回
の研修で学んだことを生かし、農家レストランの開催や農産
物加工品の販売など、いろいろなことに取り組みたい」と
話しました。
　視察研修ではこのほか、飯南町内2ヶ所の直売所、佐田
町のカウベル、神西に建設中の高度環境制御栽培施設も
見学しました。

視察研修で加工製造を学ぶ
園地区農業担い手女性の会

　島根県庁で11月13日、しまねの農林水産業・農山漁村
「頑張っているリーダー」の表彰式が行われ、JAしまね出雲しい
たけ部会の三島茂部会長がその一人として表彰されました。「持続
的に発展する島根の農林水産業・農山漁村」の実現に向けて、
地域の創意工夫に基づき主体的かつ積極的に活動をしている方を
「頑張っているリーダー」として表彰するもので、今年度で11回目。
県内各地から7人が表彰されました。
　三島茂部会長は、長年菌床しいたけを栽培し、菌床製造施設
立ち上げ当時には菌床製造にも携わってきました。また、今年3月
には「美味しまね認証」の団体認証を部会員全員で取得。出雲
の菌床しいたけが年々販売高を伸ばしていく中で、更なる産地
強化に向けて尽力したことが大きく評価されました。
　溝口善兵衛島根県知事は「出雲しいたけが年々販売高を伸ば
しておられるのは
よく聞いています。
今後も地域のリー
ダーとして島根県
の農業の牽引役
として頑張ってい
ただきたい」と話
しました。

　JAしまねラピタ農産物直売会では、消費者との交流や、
安全・安心な地元の農産物のPRを目的に各種イベントを開
催しています。11月17日には、漬物などの加工品を出品す
る同直売会の加工部会が、ラピタ本店で芋煮の無料試食会
を実施。来店された方を地元食材で作った芋煮でおもてなし
し、交流を図りました。また、11月24日にはラピタひらた店で
軽トラ市を開催。
店舗入り口に設
置した軽トラ市
が注目を集めま
した。

各種イベントでPR
JAしまねラピタ農産物直売会

出雲しいたけ部会の三島茂部会長に表彰状
しまね「頑張っているリーダー」

餅の加工施設を見学する会員ら

　JAしまね出雲女性部佐田支部は11月17日、JA佐田
支店で映画「カレーライスを一から作る」の上映会を開きま
した。探検家・医師でもある武蔵野美術大学・関野吉晴
教授が、学生らとともに野菜、鳥肉、米、スパイスなど材料
を一から育てていくドキュメンタリー映画。「命を食べて生きて
いる」｢食べ物の始まりを知ることで食べ物の見方がかわって
くる｣ということを学ぼうと企画したもので、女性部員、JA
職員ら約50人が参加しました。
　「家の光」8月号の紹介記事で上映会ができることを知っ
た同支部の杉山悦子さんが提案し、賛同した三浦美代子
支部長らと企画。JAの協力も得て開催に至りました。杉山
さんは「学生の手探りの農業や、食肉処理に関わる人の話
などから多くを学べた。ぜひたくさんの人に見てほしい」と話
しました。
　祖母、母親らと参
加した野津駈琉さん
（須佐小学校3年生）
は「鳥を絞めること
にすごくびっくりした。
ああやって食べてい
るんだと思った」と感
想を話しました。 真剣な表情で映画を見る女性部員ら

女性部佐田支部が映画の上映会
食と命について考える

店舗入り口に設置された軽トラ市

加工部会の生産者が消費者と交流

喜びの受賞者と溝口知事（前列右から2人目が三島部会長）

Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMOいずも
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11月
講座 「卒業式＆マナー教室＆卒業ランチ会」

　JAしまね出雲女性部は11月28日、ホテル玉泉で、いずもJAシニア
女子大学「みずき」の第1期生39人の卒業式を行いました。高野智子
学長（同女性部長）が、取得した単位に応じて卒業証書・修了証書を
手渡しました。高野学長は「初めての試みでしたが、女性部員の責任あ

る運営と、JAの協力で無事卒業式を迎えることができました」と話しました。
　式では、山本悦子さんが卒業生を代表し「関係者の皆さまへの感謝を
忘れず、日々の生活に生かしたいです」とあいさつしました。最後に出席
者全員で「365日の紙飛行機」を斉唱し、2年間を締めくくりました。
　当日は最後の講座として、ホテル玉泉女将の中山千明さんによるマナー
教室も実施。卒業ラン
チ会も盛大に開催し、
楽しかった思い出を語
り合いました。
　いよいよ1月からは
第2期の講座がスター
トします！

▲卒業生を代表してあいさつする山本さん

▲最後の講座としてマナー教室を実施

　JAしまね主催の「第44回 みどりを守る児童画コンクール」の審査会が9月25日にあり、東小学校
5年生の福間心夏さんが山陰中央新報社社長賞、神戸川小学校1年生の小林蒼さんがJAしまね組合長
賞をそれぞれ受賞しました。また、金・銀・銅賞にも管内の小学校から応募の11作品が選ばれました。
作品は島根県立美術館などで展示したほか、11月3日に開催した「第4回JAしまね出雲地区本部農業
まつり」に合わせ、ラピタ本店でも展示しました。
　同コンクールは、農業の大切さと役割を広く知ってもらおうと毎年開催しています。44回目の今年は、
県内の小学校123校から784点の応募がありました。

JJAしままね主主催の「第444回 みみどりりを守るる児童童画 ンク ル」の審査査会がが9月225日ににありり 東小小学校校

みどりを守る児童画コンクール

山陰中央新報社社長賞
東小学校5年生　福間 心夏さん
題名「私の大好物！」

山陰中央新報社社長賞
東小学校5年生　福間 心夏さん
題名「私の大好物！」

JAしまね組合長賞
神戸川小学校1年生
小林 蒼さん

題名「くわがたをとったよ」

JAしまね組合長賞
神戸川小学校1年生
小林 蒼さん

題名「くわがたをとったよ」

特別賞
受賞

わい わい UUUUUUZZZZZUMMMMMOOOOOOOZI
wai-wai IZUMO
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健康ライフかわら版

お問合せ先 出雲保健所　心の健康支援課　TEL 21－1653

　島根県では、毎日２合以上（日本酒換算した量）飲酒する男性の割合は11.9％、毎日１合以上飲酒する女性の割合
は4.4％であり、全国よりも低いものの微増しています。不適切な飲酒はアルコール健康障害の原因となり、本人のみ
ならず、家族への深刻な影響や社会問題を生じさせる危険性が高いと言われています。
＊アルコール健康障害：
　アルコール依存症その他の多量の飲酒、未成年の飲酒、妊婦の飲酒等の不適切な飲酒の影響による心身の健康障害

お酒との上手な
付き合い方のポイント

出雲保健所では原則毎月第2水曜日
に、酒がい相談員等によるお酒の困り
ごと相談（予約制）を行っています。
お酒の問題でお困りの方やご家族は
一度ご相談されてみませんか？

□ 週に2日以上、休肝日を決める。
□ つまみを食べながら飲んでアルコールによ
　 る胃への負担を減らす。
□ アルコール度数の高いお酒は薄めて飲む。　
□ 気分がよくなる程度の飲酒量にする。
□ 会話を楽しみながら、ゆっくり自分のペース
　 で飲む。
□ 睡眠の質を悪くするので、寝酒は避ける。

節度ある適度な飲酒とは？
　お酒は適量であれば、リラックス効果や血液の流れをよく
したり、動脈硬化予防に一役かっている善玉コレステロール
を増やしたり等、心身ともに有益な作用をもたらしてくれま
す。しかし、過度の飲酒は肝臓病や胃腸病だけでなく、全身
に悪い影響を及ぼし、健康障害の要因となってしまいます。
適量や上手な飲み方を再確認して、楽しく安全なお酒が飲め
るようにしましょう。

適正な飲酒量を知ろう１日の適正な飲酒量は…

日本酒１合
180㎖

ビール中瓶１本
500㎖

ウィスキー
ダブル１杯
60㎖

ワイングラス２杯
200㎖

焼酎半合
90㎖

「お酒の飲み方 大丈夫？」

生産資材課からのお知らせ
当用配送（肥料・農薬・飼料）変更のお知らせ当用配送（肥料・農薬・飼料）変更のお知らせ

　いつも、生産資材をご利用いただきありがとうございます。さて、このたび、配送数の減少に伴い、
平成31年1月から、現行の料金での当用配送を継続するため、下記のとおり配送回数を集約させて
いただくことになりました。つきましては、ご不便をおかけいたしますが、ご理解ご協力のほどよろしく
お願いいたします。

変 更 時 期

当用配送回数の変更 週1回（金曜日配達）週1回（金曜日配達）
※1月4日、5月3日を除きます。

平 成31年1月～平 成31年1月～

営農部 生産資材課 （21－６０４７）
問 合 せ 先問 合 せ 先

～生活習慣病のリスクを高める飲酒量～
男性は2合以上、女性は1合以上を毎日飲むと

生活習慣病のリスクが高まります。
女性や高齢者は成人男性の適正飲酒量の

半分が適量と言われています。

わい わい UUUUUUZZZIII UMMMMMOOOZI
wai-wai IZUMO
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いずもJA

女子大通信 　JAしまね出雲地区本部は
11月3日、いずもJA女子大学

の11月講座「女子大生ショップ開店！農業まつり出
店参加」を開きました。女子大学生11人が「第4回
JAしまね出雲地区本部農業まつり」に出店。女子大
学生オリジナルレシピで作った、さつまいも蒸しパン、
トマトジャムクッキー、ホットぶどうジュースサングリアの
3品を販売しました。
　9月の試作を経て、蒸しパンとクッキーは前日に
準備。サングリアに使うフルーツも前日からぶどう
ジュースに漬けて味を染み込ませました。出店に向け
てなかなかのハードスケジュールでしたが、和気あい
あいとみんなで相談しながら、無事作り終えることが

できました。店舗のレイアウトも女子大学生たちで
考え、可愛らしい店構えとなりました。
　当日は好天に恵まれ、まつりの会場は大盛況。店舗
にも多くのお客さんが訪れ、3品とも無事完売しま
した。参加した女子大学生は「完売して満足感が大
きい」「地域の行事に参加できてよかった」などと感想
を話しました。

「女子大生ショップ開店！農業まつり出店参加」
11月講座

出
雲
市
園
町

橋
本
　
優
衣
さ
ん（
23
歳
）

は
し
も
と
　
　 

ゆ  

い

　園町にお住まいの

橋本優衣さん。松江市の老人

ホームに勤め、今年で3年目になります。事務仕事

を担当していますが、デイサービスの方をお迎えし

たり、配食サービスで一人暮らしの方などの家に

お弁当を配布して回ったりと、利用者の方と関わる

機会も多々あります。気持ちよく利用してもらえる

よう、常に笑顔を心掛けています。

　スポーツが好きだという優衣さん。高校時代は

ソフトボール部に所属していました。現在はバドミ

ントンクラブで体を動かしたり、冬になると友達と

スノーボードに出かけたり、いろいろな競技を楽しん

でいます。家から程近い場所にある湖遊館で年1回

開かれている長ぐつアイスホッケー大会にも、有志

で集まって毎年出場。お母さんも大会に出場する

メンバーの一人で、親子で活躍しています。

　今後の目標を尋ねると「健康に気をつけて、充実

した生活を送りたいです」と話す優衣さん。積極的

に体を動かし、いろいろなことに挑戦しています。

出雲市大社町

高橋　辰夫さん （85歳）
千代子さん （81歳）

　大社町で農業を営む高橋さんご夫婦。特産「デラウェア」を
10アール栽培しています。秋から冬にかけての今の時期も、圃
場を耕したり肥料を入れたりする大事な時期です。「しっかり世話
をして、努力をした分だけ良いぶどうができます」と話すお二人。
辰夫さんは今でも手掘りで圃場を耕しています。
　辰夫さんがバスの運転手として勤めに出ていたころは、ぶどう
栽培は主に千代子さんの仕事でした。当時は35アールを栽培
し、栽培技術コンクールで最優秀賞を受賞したこともあります。
見せてくださった昭和の終わりごろの写真には、素晴らしい「デラ
ウェア」がたわわに実った畑と、千代子さんが写っていました。
　辰夫さんの趣味は走ること。5年前からマスターズ陸上に参加
し、短距離走を走っています。「ぶどう作りもトレーニングの一環
です」と笑顔で話す辰夫さん。日頃の運動の成果が表れる楽し
みなイベントです。千代子さんはお花が好きで、育てたお花で
家中を飾っています。また、家庭菜園では野菜も育て、産直市
に出品。他の生産者の方との交流も楽しみのひとつです。農業
に、趣味にと充実した毎日を過ごす、ますます元気なお二人
です。

たかはし 　 た つ お

ち よ こ
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わが家自慢の
アイドルをご紹介！

おとうさん、おかあさんからの一言
  

　小学5年生の悠ちゃんは、お茶や英語、陸上、スイ
ミングとたくさんの習い事するほか、中学校でバレー
ボール部に入ろうと自分で練習もしています。家では
妹、弟の面倒を見てくれる優しいお姉さん。ご飯も1品
2品作ってくれるなど、家族からは「ミニお母さん」と
頼りにされています。次女の結ちゃんは盛り上げ上手
のムードメーカー。幼稚園では絵を描いたり、泥団子
を作ったりして遊んでいます。来年からは小学生。お
姉ちゃんがしている宿題の真似をして、ひらがなの勉
強などもしています。悠ちゃんと結ちゃんは年1回、地
元の神楽にも参加しています。末っ子の樹くんは乗り物
が大好き。自転車の後ろに乗せるととても喜びます。
好きな食べ物はぶどうとカレー。いつも笑顔でみんなを
和ませてくれるわが家のアイドルです！

ケンカをしながらでも、元気にのびのびと、
お互いを思いやって

大きくなってほしいと思います。

花田 悠ちゃん（11歳・左上）

出雲市馬木町

はなだ  はるか

結ちゃん（6歳・右下）・樹くん（3歳・左下）
ゆい たつき

J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
　
グ
ル
ー
プ
紹
介

伊
野
支
部
「
伊
野
リ
フ
ォ
ー
ム
」
グ
ル
ー
プ

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
伊
野
支
部
「
伊
野

リ
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
毎
月
最
終
月
曜
日
に
旧

J
A
美
野
店
に
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を

制
作
し
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
が
得
意
な
人

に
、
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
帽
子
や
牛
乳

パ
ッ
ク
製
の
イ
ス
な
ど
を
製
作
し
た
の
が
始
ま

り
で
、
興
味
を
持
っ
た
人
が
集
ま
っ
て
約
20
年

前
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
12
人
の

メ
ン
バ
ー
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
中
心
は
リ
フ
ォ
ー
ム
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
古
布
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
服
や
バ
ッ
グ
、
座

布
団
カ
バ
ー
な
ど
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
で
き

た
作
品
は
自
分
た
ち
で
使
う
ほ
か
、
地
区
の
文

化
祭
で
展
示
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い

布
な
ど
の
材
料
を
買
っ
て
、
販
売
す
る
た
め
の

商
品
を
製
作
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
年
の

文
化
祭
で
は
エ
コ
バ
ッ
グ
や
エ
プ
ロ
ン
な
ど

を
販
売
し
ま
し
た
。
地
元
の
産
直
市
「
伊
野

い
ち
」
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
売
り
上
げ
を

次
の
作
品
の
材
料
代
に
し
、
よ
り
良
い
作
品
作
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
持
ち
寄
り
で
開
く
お
茶
会
も
楽
し

み
の
一
つ
。
こ
れ
か
ら
も
仲
の
良
い
メ
ン
バ
ー
た

ち
で
親
睦
を
深
め
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
皆
、
頑
張
っ
て
す
ば
ら
し
い
作
品

を
作
っ
て
い
ま
す
。
文
化
祭
や
伊
野
い
ち
で
の

展
示
・
販
売
は
、
行
事
の
賑
わ
い
に
な
り
、
地

域
貢
献
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
長
く
活
動
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
伊
野
支
部
の
な
か
の
独
自
活
動
と
し
て
、
平
成
6
年
頃

か
ら
約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
続
く
実
績
の
あ
る
組
織
で
す
。

タ
ン
ス
や
押
入
れ
に
あ
っ
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
着
物
や

洋
服
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
活
用
す
る
取
り
組
み
は
、
物
が
あ

ふ
れ
、
物
を
大
切
に
し
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
今
日
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
末
永
い
活
動
と
な
り

ま
す
よ
う
、
J
A
し
ま
ね
伊
野
店
と
い
た
し
ま
し
て
も
出

来
る
限
り
の
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
田
陽
子
支
部
長
よ
り
一
言

伊
野
店
　
水
谷
店
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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生 産 資 材 課 か ら の お 知 ら せ
　「春野菜用肥料」の予約申込みにつきましては、前回予約注文頂いた方に
申込書を郵送するよう変更させて頂いております。
　現在、予約注文を受け付けておりますので、新規でのご注文の場合は各
支店・営農センターか生産資材課、または各グリーンセンターへ連絡願います。

●予約注文申込み期限●

１２月20日

●営農部生産資材課 ２１－６０４７　　●グリーンセンターひらた ６３－３６６２
●グリーンセンター出雲 ２１－６０４８　　●グリーンセンター大社 ５３－３９３９
●グリーンセンター南 ２５－０６５０

ＪＡしまね 出 雲 地区本部

●大根の照り焼き
●粕汁
●大根とハムのごまマヨ和え
●大根の混ぜご飯

日　時
会　場
参加費
定　員
持ち物

平成31年1月23日(水) 10：00～13：00
ラピタ2階　ふれあいの家出雲　縁
300円
12名（定員になり次第締め切ります）
エプロン・三角巾・マイ箸・持ち帰り用容器

JAしまね出雲地区本部　ふれあい福祉課　TEL 21-6013お申し込み先

いずも食材の日いずも食材の日

日 時 平平平成平成平平平成平成

日
参加者募集のお知らせ参加参参参参参参加加加加加加者者者者者者募募募募募募集集集集集集ののののののおおおおお知知知知知らららららせせせせせ

メニュー

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこと」
「感動したこと」…ぜひお聞かせください。
写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ち
しています。 （匿名希望の方は明記してください）

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp

あ
て
先

メールでの投稿も大歓迎！

読者の
ページ

●「
い
ず
も
ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
」
に
載
っ

て
い
た
イ
モ
ほ
り
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
楽
し
か
っ
た
ー
！
暑
か
っ
た
け
ど
！

楽
し
い
企
画
で
し
た
。
青
年
連
盟
の
方
々

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
が
あ
た

た
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

（
知
井
宮
町
　
K
・
M
さ
ん
）

J
A
…
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
、

皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
ね
！

●
早
い
で
す
ね
。
も
う
年
末
が
近
い
で

す
。「
歳
末
　
お
買
得
ク
ー
ポ
ン
」
待
っ

て
ま
し
た
！
抽
選
会
も
毎
年
孫
と
一
緒

に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
楽
し
み
！（

稲
岡
町
　
N
・
Y
さ
ん
）

J
A
…
ク
ー
ポ
ン
、
大
抽
選
会
も
年
末

の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
ラ
ピ
タ

を
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
せ
。
本
当
に

1
年
が
早
い
で
す

ね
。
皆
様
良
い
お

年
を
！

年
金
受
給
者
抽
選
会

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
お
礼

　
本
誌
10
月
号
で
実
施
い
た
し
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
際
し
、
多
数
の
皆
さ
ま

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要

望
を
も
と
に
、
よ
り
一
層
ご
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

の
中
か
ら
、
抽
選
で
50
名
様
に
商
品
券

を
お
送
り
し
ま
す
。

　
当
選
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区

本
部
を
ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

12
月
号
の
P
15
、「
島
根
ぶ
ど
う
園
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
記
事
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤
：
門
脇
雅
弘
さ
ん  

正
：
門
脇
雅
宏
さ
ん
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川
柳
の
広
場

竹
治 

ち
か
し 

先
生

❖ 

月
間
最
優
秀
賞

❖ 

月
間
優
秀
賞

❖ 

月
間
優
秀
賞

大
掃
除
夢
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
捨
て
ま
し
た
所
原
町　

櫛
井 

伸
幸

　
年
の
暮
れ
に
な
る
と
、
大
掃
除
は
付
き
も
の
で
す
。
最
近
で
は
「
断
捨
離
」

と
い
う
言
葉
も
流
行
っ
て
お
り
、
想
い
出
の
品
々
も
夢
と
共
に
、
儚
く
捨
て
ら

れ
る
運
命
に
。

急
ぐ
雲
ゆ
っ
く
り
御
茶
を
召
し
上
が
れ
小
伊
津
町　

佐
藤 

勝
枝

選

者

評

選 

者

◆
応
募
方
法

俳
句
ま
た
は
川
柳
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
F
A
X
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
1
月
号
掲
載
分
の
俳
句
の
応
募
〆
切

は
12
月
28
日（
金
）必
着
で
す
。※
2
月

号
掲
載
分
の
川
柳
の
応
募
〆
切
は
1
月

31
日（
木
）必
着
で
す
。※
お
一
人
様
そ
れ

ぞ
れ
3
句
ま
で
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

あ
な
た
の
俳
句・川
柳
を
募
集
し
ま
す

◆
あ
て
先

　
〒
6
9
3-

8
5
8
5
　
出
雲
市
今
市
町
1
0
6-

1

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部「
俳
句
の
広
場
」係
又
は「
川
柳
の
広
場
」係

　
　（
F
A
X
：
2
1-

6
2
4
9
）

※
応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。※
応
募

作
品
の
一
切
の
権
利
は
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
ま
す
。※
月
間
最
優
秀
賞
に
は
U
F
J
ニ
コ
ス
券

3,
0
0
0
円
分
、
月
間
優
秀
賞
に
は
U
F
J
ニ
コ
ス
券

1,
0
0
0
円
分
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。※
受
賞
作
品
に
つ
い
て

は
地
区
名
、
氏
名
（
ま
た
は
雅
号
）
を
掲
載
し
ま
す
。

受
賞
者
に
は
賞
品
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
住
所
、
電
話
番
号
は

必
ず
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

柿
と
栗
秋
刀
魚
新
米
秋
が
好
き

西
平
田
町　

眞
野 

呑
舟

焼
き
芋
を
半
分
こ
し
て
嫁
と
お
茶

荻
杼
町　

戸
谷 

て
る
美

ど
ん
し
ゅ
う

次のいずれかの方法でお申し込みください。

平成31年（2019）
       1月10日（木）必着

2019（第38回）

平成31年2月24日（日） 島根県立浜山公園 スタート・フィニッシュ
1ハーフマラソン（男女別一般【公認】）
210kmコース（男女別一般、高校生【公認】）
35kmコース（男女別一般、高校生）
43kmコース（男女別、中学生）
51.5kmコース（男女別、小学3～6年生）

一　般 3,000円
※一般の方で左記45に参加される方 2,500円
高校生 1,000円
中学生 700円
小学生 500円

くにびきマラソン大会実行委員会事務局（出雲市役所 文化スポーツ課内）
TEL.0853－21－2341　E-mail : bunka-sports@city.izumo.shimane.jp

出雲くにびき出雲くにびき

参加料種　目

会　場と　き

申込方法

申込期限

申し込み・
問い合せ先

⑴直接申込み（大会事務局）
　申込書を大会事務局まで参加料（郵便小為替でも可）を添えて申し込みください。
⑵郵便振替による申込み
　郵便振替用紙（払込取扱票）により郵便局から参加料を添えて申し込みください。
⑶インターネットサイトによる申込み
　【ランネット】http://runnet.jp/から申込み、コンビニまたはクレジットカードで参加料を振り込んでください。

走ってえがこう ご縁の輪！）） 走ってえがこうマラ 大会参加者募集参加者募集

この大会は、視覚に障がいのある方でも安心して走ることができる大会
として、全国の大会の中でも特筆すべき大会となっています。事務局では、
伴走ボランティア組織「愛走フレンズ」のメンバーを随時募集しています。

愛走フレンズ
募集中
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ふれあい号　年末年始の運行について 年末年始ATM稼働日のお知らせ
ふれあい号は、各ふれあい店地区で運行し、
多くの方にご利用いただいております。

12月28日（金）まで..............................

12月29日（土）............................................

12月30日（日）............................................

12月31日（月）鰐淵コース...........................

1月1日（火）乙立・所原コース、佐香コース.....

1月2日（水）田儀コース、久村コース、
　　　　　 日御碕コース............................

1月3日（木）桧山コース、佐香コース...........

1月4日（金）北浜コース、鰐淵コースから....

※1月4日の北浜コース、鰐淵コースの乗車予約は、12月28日（金）
　午前中までにお願いいたします。

ふれあい号の年末年始の運行について
お知らせいたします。

平成30年12月31日から平成31年1月3日までは、
年末年始特別対応とさせていただき、

下記を除くATMは全て休止させていただきます。

●佐田支店　●大社支店　●ラピタはまやま店
●ラピタみなみ店　●ラピタ本店　●ラピタひらた店
●ラピタ多伎店　●ラピタ湖陵店　●ゆめタウン出雲
※JAのキャッシュカードは、県外JA、他行、ゆうちょ等のATMで
もご利用が可能です。

●高松支店　●園支店　●神戸川支店　●朝山支店　●大津支店
●塩冶支店　●出雲支店　●四絡支店　●川跡支店　●今市支店
●有原支店　●平田中央支店　●国富支店　●西田支店　
●平田東支店　●佐田支店　●大社支店　●荒木支店　
●ラピタはまやま店　●ラピタみなみ店　●ラピタ本店　
●ラピタひらた店　●ラピタ多伎店　●ラピタ湖陵店　
●藤増ストアー知井宮　●県立中央病院　●ゆめタウン出雲　
●ファミリーマートドーム北店　●久多美店　●みどりの郷大社

　ふれあい号は予約制です。事前に
乗車予約をしてください。
　詳しくは、最寄りのJAふれあい店、
母支店にお問合せください。

通常運行

通常運行

平成30年12月31日　稼動ATM

平成31年1月1日・2日　稼動ATM

JAしまね出雲地区本部管内全てのATMを休止させていただきます。
※システムメンテナンスのため、JAのキャッシュカードは全国全ての
ATMでご利用できません。

平成31年1月4日（金）からは、通常通りのお取り扱いとなり
ます。詳しくは最寄の支店へお問い合わせください。

平成31年1月3日

運休
運休
運休
運休

運休
運休

12月29日(土） 1月4日（金）1月3日（木）1月2日（水）1月1日（火）12月31日（月）12月30日(日）

JAしまね出雲地区本部 年末・年始営業時間のお知らせ

※石油課の配達業務は12月27日（木）が受付最終、12月28日（金）が配達最終、1月4日（金）が受付開始、1月5日（土）が配達開始となります。
※12月28日までと、1月5日からは全店平常営業となります。

一般業務
金融・共済業務

営農業務

ラピタ

自動車燃料業務

地区本部
支店・ふれあい店
営農部・営農センター

グリーンセンター

本店・はまやま店・
・みなみ店
ひらた店

佐田店・多伎店
・湖陵店・大社店
自動車課
LPガス業務
石油課
白枝給油所
多伎給油所
湖陵給油所
浜山給油所
佐田給油所
北部給油所
南給油所
平田給油所

休業

休業 平常営業
平常営業
平常営業

休業

休業

休業

休業休業

休業

休業

休業

平常営業

平常営業
平常営業
平常営業

平常営業 平常営業

平常営業
平常営業
平常営業

8:30～21:00

8:30～20:00

8:30～19:30

9:00～17:00

8:30～19:00 9:30～19:00
10:00～18:00

休業

緊急時は日直で対応

8:30～18:00 9:00～16:00

9:00～18:30

8:30～17:15

7:00～18:007:00～20:00 10:00～18:00 9:00～18:00

9:00～16:00 9:00～17:00

9:00～17:00
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仕事内容 リーフレタス栽培管理作業、
 リーフレタス調整作業
雇 用 主  JAいずもアグリ開発株式会社
勤 務 地  高度環境制御栽培施設、
 パッキング施設
 出雲市神西沖町918-1
給　　与 時給800円より（経験により優遇）
雇用形態 パートタイマー　　　　　　　
雇用期間 原則1年契約（更新あり）
通勤手当 有り（上限5,000円まで）

勤務時間 午前9:00～午後3:00（実労働5時間）
 シフト制あり、早出、残業あり
 3～4時間の短時間勤務も歓迎します。
 ※勤務時間についてはご相談します。
休　　日 週2日（交代制）　
応募資格 男女不問。未経験の方でも丁寧に指導します。
福利厚生 労災保険、雇用保険、社会保険有り
募集人数 10～15名程度
応募方法 下記の問い合わせ先に履歴書を
 郵送または持参下さい。
選考方法 ①書類選考　②面接

〒693-8585　出雲市今市町106-1
JAしまね出雲地区本部営農部内　 JAいずもアグリ開発株式会社
電話 0853-21-6041(担当　柳楽、矢田)

問い合わせ先

出雲地区本部理事会報告

〈協議事項〉
（1）大口貸出金の承認について
（2）平成30年度ラピタ年末年始の営業時間
と休店日取得について

（3）ラピタ本店3階への新テナント入店について
（4）公益財団法人出雲霊苑との「紹介業務

契約書」の締結について
（5）出雲地区本部9月末決算状況について
（6）平成30年度下期修正計画について
（7）出雲地区本部役員選考会議の設置に

ついて

〈報告事項〉
（1）機能性農産物推進プロジェクト（近況

報告）について
現在、国・島根大学・農業技術センター
等と連携し、試験栽培を開始しました。

（2）「小売業出店に対する要望書」の提出
報告について

（3）年金受給者大抽選会の結果について
本年度は趣向を変えて「大抽選会」を
行い、16,330名の方に参加を頂きま
した。ありがとうございました。

（4）平成30年9月末部門別・場所別・施設
別収支実績について　　

（5）平成30年10月末事業実績について
（6）中堅・若手職員プロジェクト提言書に

ついて（次期中期計画）　　
20代から40代前半の職員で構成する
チームが、今後のJAについて率直な
思いを提言しました。

11月21日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

平成31年1月25日（金）まで
仕事内容 リーフレタス栽培管理作業、リ タフーフレ 培ス栽タタス栽 理作管培培管理 業作作業

リーフレタス調整作業リーフレタス調整作業
雇 用 主 JAいずもアグリ開発株式会社JAいずもアグリ開発株式会社

勤務時間 午前9:00～午後3前午午 09:前前9 00 後午～午後後3
 シフト制あり、早出シ ト制あり 早

3～4時間の短時間33～ 間時4 間 時短間の短時時

平平成成3311年年平平平平 3成平成成成3 年年3 年1年年 月月月月月月 日日日（（金金））金金金金（金（金金金金）））金金金 まままままででででで平成31年1月25日（金）まで募集期間

募

集

要

項
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100円の「商品値引券」をプレゼントします
　　　　：1月8日（火）～15日（火）

1月1日（火・祝）…本店・はまやま店・みなみ店・ひらた店
1月2日（水）…大社店・湖陵店・多伎店・佐田店
開店～
全店食品レジ

❶配布日

❷配布時間
❸場　所

七草セット

ラピタラピタ

対象商品

対象売場 ラピタ全店食品レジ
平成31年1/1（火・祝）～7（月）の7日間

期間中におさいふカードを提示の上で、上記の七草セットを購入いただくと
食品レジで当日1,000円以上購入いただいたお客様、
お一人様1個限り（レシート複数枚可）
※各店なくなり次第終了とさせていただきます。

全店で
先着1,600名様

限り

値 引 券 の
ご利用期間

ラピタ年末年始の営業時間
※12月28日（金）まで通常営業年末営業 年始営業 ※１月5日（土）から全店通常営業

本　　店
はまやま店
みなみ店

ひらた店
佐田店
多伎店
湖陵店
大社店

１０時００分
休店

１８時００分

通常開店（９時３０分）

１９時００分

１月１日（火）
開店時間

閉店時間

開店時間

閉店時間

１月２日（水）
１月３日（木）
１月４日（金）

店舗名

月　日

本　　店
はまやま店
みなみ店

佐田店
多伎店
湖陵店
大社店

ひらた店

12月29日（土）
12月30日（日）

12月31日（月）

開店時間

閉店時間

開店時間

閉店時間

店 舗 名

月　日

ラピタ新春特別企画ラピタ新春特別企画

写真はイメージ

8時30分

19時00分

8時30分

20時00分21時00分 19時30分

せり・なずな・ごぎょう・はこべら・
ほとけのざ・すずな・すずしろ
せり・なずな・ごぎょう・はこべら・
ほとけのざ・すずな・すずしろ

おさいふカード会員限定企画おさいふカード会員限定企画

タタ
1///1 7 7

おさいふカ ドおおおさささいいいふいふふカふカカカ ドドド会ド会会員会員員員限限限定限定定企定企企画企画

きんどどど ききんどんど きど焼きんんんんんどどどどどどどど焼焼焼ききききききききききんんんんとんととんととととんんんとととととんど焼き
てにつついいてににつついいててててててていててににについて

例年開催しておりました『とんど焼き』につきましては、今まで開催して
おりました場所が使用出来なくなった事から、『とんど焼きの開催』と
『しめ縄等の回収』を今年度から行いません。
何卒ご了承頂きますようご案内致します。
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